
94

15

前列は床に座って頂き、全員収まったぐらい盛大でした。とて
も楽しい一時を過ごさせて頂きました。どんどん参加者が増え
ていってほしいです。大先輩の望みでもあります。どうか気楽
にありのままの自然体でいらしてください。お待ちしております。

追伸
　偕行社出身の私達の大先輩萩原正民氏 (享年86歳 )を5月
26日にお見送りしました。生前、東京山桜会にとても尽力され、
私たち東京山桜会会員たちの無くてはならない存在でした。と
ても支えになっていた大先輩です。その場がパアッと明るくなり、
頭もツルピカ光った元気玉で、皆にビシッと渇を入れたり、笑
いを言ったり、兎に角ユニークな会話がうけました。皆を和ま
せるムードメーカーの達人で紳士でした。総会に行くと、ビシッ
として礼儀正しいとても元気な姿が印象的でした。三宅氏、山
本氏・・・たくさんの偕行社卒業生が旅立たれましたが、萩原
正民氏が賑やかにあの世でもまたユニークに皆様と会話なさっ
ていることでしょう。こちらは少しさびしくなります。本当にお世
話になりました。東京山桜会会員全員が、萩原正民氏に感謝
しています。本当にありがとうございました。

第57回東京山桜会総会
　平成26年5月17日（土）、銀座ライオンクラシックホールに於
いて、東京山桜会総会が参加者69名で盛大に行われました。
大阪からは19名の役員・恩師にご出席いただき、ありがとうご
ざいました。山桜会会長平泉氏、副会長乾氏、学院長坂井東
洋男先生の新しい顔ぶれに加え、中年層の参加者や大学生も
増え、にぎやかに盛り上がりました。偕行社出身の高齢者の大
先輩が少なくなり、寂しい思いもありますが、大先輩たちの意
思を繋いで後輩たちも増えてきているのは、ほほえましいこと
です。皆様、追手門学院の愛校心にあふれていらっしゃいます。
開会の辞があり、東京山桜会会長山根氏の挨拶に続き、山桜
会会長平泉氏の祝辞では、追手門学院の近況、山桜会百周年
に向けての行事計画準備への活動をされているとのことでし
た。学院長坂井東洋男先生も、追手門学院をスポーツや芸術・
演劇方面など多方面にわたり力を入れ、学問はもちろんのこと、
時価評価で有名にしていき、より良く進化してゆく追手門学院
をめざしていく方針であるとの力説でした。サッカーでは、女
子部も結成されました。また、今年サッカー日本代表選手とし
て活躍した柿谷曜一朗選手や、演劇では、映画で賞を獲り『花
子とアン』の次女役の黒木華さんも追手門学院出身とのことで、
皆様から歓声が上がりました。若い20代で頑張られています。
グローバルな人間育成という大きな一貫教育に光明を見い出
し、皆様応援されているご様子でした。
　おいしい食事に舌鼓をうち、ビールやジュースを飲みながら
打ち解けて話に花を咲かせ久しぶりに会う顔々は晴れ晴れして
和気藹々で笑顔満面でした。自己紹介を学年グループごとに
順々にしていき、橋本先生がめずらしく壇に上がって歌を唄っ
てくださり、教え子たちが驚いて喜んでいました。記念写真も
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同窓会ライブ  LOVE IN AGAIN 2014のご報告
LOVE IN AGAIN 実行委員長

市川 美紀（旧姓：木原）
   （茨木中12高32期）

第 4回 LOVE IN AGAINも8月30日に無事に終えることが出来ました。
今年は、光るうちわや光るステッィクをご来場の皆様にお配りして、バンドの演奏の盛り上げやムード作りにご協力頂きました。チケッ
トは173 枚のご購入を頂き、会場の中は中高年の集まりとは思えないようなムンムンとした熱気で盛り上がりました。
毎年、このライブは各期の同窓会の場にもなっており、ご来場の皆様も懐かしい同期・先輩・後輩との再会を楽しんでおられました。
また、お子様も追手門に入学され、父兄同士になられている方も多くおられました。
毎年、ご来場の皆様に応援して頂けますことがラブインメンバーの一番の励みとなっております。温かい心でお聴き頂きまして誠にあ
りがとうございました。
ライブの様子は、写真・動画とFacebookでアップしておりますので、良ければご覧くださいませ。

　追手門 Love In Again　　www.facebook.com/otemonLoveInAgain

また、4年間実行委員長をさせて頂きました市川が今年をもって引退させて頂くことになりました。
初年度から本当に皆様にお世話になりましてありがとうございました。この想い出は私の貴重な
財産となりました。この場をお借りしてお礼を申し上げます。


